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例言 

１．本報告は鎌倉市稲村ガ崎三丁目 561 番 275 ほか 7 筆において施工された宅地造成工事に際して実施

した鎌倉城･極楽寺旧境内遺跡の立会調査の報告である。発見されたのは横穴墓 2 基と残穴 1 基である。 

２．工事に際し実施した立会は、第Ⅰ期工事平成 22 年 12 月 21 日、第Ⅱ期工事平成 25 年 4 月１日、

第Ⅲ期工事令和 2 年 3 月 31 日・4 月 6 日・4 月 10 日・4 月 30 日、１号横穴墓立会調査 4 月 13 日～4

月 21 日、２号横穴墓立会調査 5 月 7 日～5 月 14 日である。 

３．第Ⅲ期工事立会調査の体制は以下のとおりである。(所属は当時) 

調査担当者  玉林美男 （鎌倉市教育委員会 文化財部 文化財課 

 会計年度任用職員 遺跡発掘調査研究員） 

調 査 員  後藤 健・押木弘己・伊丹まどか・村松彩美・神田倫子 

（鎌倉市教育委員会 文化財部 文化財課 会計年度任用職員） 

４．本報告の作成は以下の分担で行った。 

  執筆・編集    玉林美男 

  遺構挿図作成   後藤 健 

  遺物実測図作成  伊丹まどか・押木弘己・後藤 健・正木恵子 

  遺構写真撮影   後藤 健・玉林美男 

  遺物写真撮影   須佐仁和  

  写真図版作成   須佐仁和・後藤 健・玉林美男 

  遺物観察表    玉林美男・押木弘己 

５．本調査に係わる出土遺物及び各種記録類は、鎌倉市教育委員会が保管している。本調査地の略号は

市教育委員会の統一基準に従って｢KJ2005｣とし、出土品への注記などに使用した。 
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第１章  遺跡の立地と周辺の遺跡  

１．遺跡の立地  

 本 遺 跡 は 江 ノ 島 鎌 倉 電 鉄 「 稲 村 ヶ 崎 駅 」 か ら 直 線 で 西 に 約 2 5 0ｍ 、 七 里 ヶ 浜 の

海 岸 線 か ら は 約 1 6 0～ 1 7 0ｍ 内 陸 に 位 置 し 、 鎌 倉 市 腰 越 か ら 十 間 坂 を 下 り 、 稲 村

ヶ 崎 に 至 る 七 里 ヶ 浜 と 称 さ れ る 海 岸 に 面 す る 丘 陵 か ら 延 び る 尾 根 先 端 に 存 在 す

る 。 本 遺 跡 が 存 在 す る 丘 陵 は 標 高 4 0～ 5 0 m で 長 さ 約 3 5 0ｍ 、 幅 は 5 0～ 1 0 0ｍ で あ

り 、鎌 倉 地 方 特 有 の 地 殻 変 動 に よ っ て 生 成 さ れ た 細 か な 谷 が 発 達 し て い る 。遺 跡

の 所 在 す る 丘 陵 の 両 側 に は 南 北 に 細 長 く 谷 が 入 り 、海 に 面 す る 尾 根 の 南 斜 面 は 急

峻 な 海 蝕 崖 と な っ て い る 。こ の 海 蝕 崖 を 造 成 し て 近 代 以 降 の 別 荘 開 発 に よ り 住 宅

が 建 て ら れ て い る が 、崖 下 に は 波 蝕 台 が 存 在 し 、そ の 上 に 飛 砂 が 堆 積 し て 海 岸 に

至 っ て い る 。本 遺 跡 近 辺 で は 幅 約 8 0～ 1 0 0ｍ で 、江 ノ 島 鎌 倉 電 鉄 は こ の 波 蝕 台 上

に 建 設 さ れ て お り 、国 道 1 3 4 号 線 は 波 食 台 の 端 に 盛 土 し て 建 設 さ れ て い る 。本 横

穴 群 は 、 北 か ら 南 方 の 海 に 延 び る 急 峻 な 尾 根 の 先 端 、 頂 上 に 近 い 標 高 3 0ｍ 付 近

の 南 斜 面 に 存 在 し 、 南 東 方 向 に 向 か っ て 開 口 す る 。 確 認 さ れ た の は ３ 基 で あ る 。

横 穴 か ら は 南 東 に 三 浦 半 島 、南 西 に 富 士 山 ･箱 根 山 塊 ･伊 豆 半 島 、南 に 大 島 が 望 ま

れ る 。  

 

２．周辺遺跡の状況  

本 遺 跡 の 東 約 5 0ｍ に は ① 姥 ヶ 谷 横 穴 群 が 存 在 す る 。 同 じ 尾 根 に あ る 為 、 本 横

穴 群 は そ の 支 群 と 考 え ら れ る 。本 遺 跡 の 北 東 約 2 1 0ｍ に は ② 一 ノ 谷 横 穴 群 、約 7 8 0

ｍ に は ③ 月 影 ヶ 谷 横 穴 群 、約 1 2 0 0ｍ に は ④ 極 楽 寺 切 通 横 穴 (成 就 院 墓 地 内  1 穴 )、

北 約 4 6 0ｍ に は ⑤ 二 ノ 谷 横 穴 群 、 東 約 3 0 0ｍ に は ⑥ 陣 鐘 山 横 穴 が 存 在 す る 。 北 東

約 1 4 5 0ｍ 、 極 楽 寺 切 通 を 越 え た 長 谷 地 区 に は ⑦ 光 則 寺 境 内 横 穴 が 存 在 す る 。 こ

れ ら は 旧 鎌 倉 域 南 西 外 縁 部 に 存 在 す る 横 穴 群 で 、本 群 は そ の 西 端 に 位 置 す る 横 穴

群 で あ る 。  

本 遺 跡 に 最 も 近 接 す る 古 墳 時 代 後 期 ～ 奈 良 ･平 安 時 代 の 遺 跡 は 稲 瀬 川 ・ 美 奈 之

瀬 川 両 岸 に 存 在 す る 。稲 瀬 川 右 岸 の 遺 跡 で は ⑧ 長 谷 三 丁 目 ７ 番 5 地 点（ 長 谷 観 音

堂 周 辺 遺 跡  鎌 倉 市 N O . 2 9 6  8～ 9 世 紀 ）、⑨ 長 谷 三 丁 目 5 番 5、7 番 １ 、同 番 4、

同 番 5 地 点 、（ 長 谷 観 音 堂 周 辺 遺 跡 ・ 坂 ノ 下 遺 跡  鎌 倉 市 N O . 2 1 7  4～ 1 0 世 紀 前

半 ） ⑩ 坂 ノ 下 5 0 番 3 外 地 点 （ 坂 ノ 下 遺 跡  ６ ～ 1 0 世 紀 。 7 世 紀 末 ～ 8 世 紀 代 が

中 心 ）が あ る が 、こ れ ら の 発 掘 調 査 で は 住 居 跡 は 確 認 さ れ て い な い 。⑨ 地 点 で は

用 途 不 明 の 落 ち 込 み が 多 く 確 認 さ れ 、製 塩 に 用 い ら れ た 例 の あ る 三 浦 型 甕 も 出 土

し て い る 。 集 落 に 伴 う 生 産 の 場 で あ ろ う 。 稲 瀬 川 ・ 美 奈 之 瀬 川 左 岸 の 遺 跡 で は 、

⑪ 由 比 ヶ 浜 三 丁 目 2 番 2 0 0 地 点 で は 8 世 紀 頃 の 土 壙 を 伴 わ な い 仰 臥 伸 展 葬 の 埋 葬

人 骨 、⑫ 由 比 ヶ 浜 三 丁 目 1 9 4 番 4 0 地 点 で は 8～ 9 世 紀 の 遺 物 と 竪 穴 住 居 跡 4 軒 と
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土 壙 、⑬ 由 比 ヶ 浜 三 丁 目 1 9 4 番 １ ・ 2 6 1 番 １ 地 点 か ら は 7 世 紀 中 頃 ～ ９ 世 紀 前 半

の 竪 穴 住 居 址 と 古 墳 時 代 後 半 の 子 供 の 伸 展 葬 と 石 棺 墓 が 、⑭ 由 比 ヶ 浜 三 丁 目 2 0 2

番 2 外 地 点 か ら は 7 世 紀 後 半 ～ ９ 世 紀 後 半 前 半 の 竪 穴 住 居 址 と 伸 展 葬 の 埋 葬 人 骨

が 確 認 さ れ て い る 。川 を 挟 ん だ 両 者 の 距 離 は 5 0 0～ 7 0 0 m で あ り 、左 岸 集 落 に 最 も

近 接 す る 横 穴 墓 は ⑦ で 稲 瀬 川 の 西 岸 に 存 在 す る 光 則 寺 境 内 に 存 在 す る 。横 穴 墓 の

存 続 年 代 と こ れ ら 集 落 跡 等 の 存 続 年 代 は 必 ず し も 一 致 し て い な い が 、鎌 倉 郷 の 南

西 域 で あ る 稲 瀬 川・美 奈 之 瀬 川 左 岸 に 形 成 さ れ た 集 落 の 墓 域 が 南 西 側 の 山 塊 を 超

え た 稲 村 ヶ 崎 の 谷 に 主 に 造 営 さ れ た と 考 え ら れ る 。 当 該 遺 跡 ま で の 距 離 は 約 2

㎞ で あ る 。  

中 世 に は 極 楽 寺 の 寺 地 に 取 り 入 れ ら れ た と さ れ 、本 遺 跡 東 側 谷 戸 奥 に 熊 野 新 宮

が 祀 ら れ 別 当 寺 聖 福 寺 が 建 立 さ れ た が 、谷 開 口 部 の 土 地 改 変 は 殆 ど な く 、谷 部 を

含 め た 開 発 が 行 わ れ た の は 近 代 に な っ て か ら で あ る 。  

 

参考遺跡名  

①  ～ ③・⑤ ～ ⑦  『 鎌 倉 の 横 穴 墓  ― 調 査 報 告 と 資 料 集 成 ― 』東 国 歴 史 考 古 学 研 究 所  2 0 0 2

年 5 月 ・ 『 鎌 倉 市 史  考 古 編 』  鎌 倉 市 史 編 纂 委 員 会 編  吉 川 弘 文 館  1 9 5 9 年 3 月  

④  未 刊 行  防 災 工 事 に 伴 う 立 会 調 査  

⑧ 『 長 谷 観 音 周 辺 遺 跡 （ N o . 2 9 6） 発 掘 調 査 報 告 書 』 (株 )斉 藤 建 設 埋 蔵 文 化 財 調 査 部  2 0 0 8  

年 9 月  

⑨『 神 奈 川 県 鎌 倉 市  長 谷 観 音 堂 周 辺 遺 跡 (鎌 倉 市 N o . 2 9 6 遺 跡 )・坂 ノ 下 遺 跡 (鎌 倉 市 N o . 2 1 7  

遺 跡 )発 掘 調 査 報 告 書  鎌 倉 市 長 谷 三 丁 目 5 番 5、 7 番 １ 、 4、 5 地 点 』  （ 株 ） 博 通  2 0 2 1  

年 1 2 月  

⑩ ｢坂 ノ 下 遺 跡 ( N o . 2 1 7 )坂 ノ 下 5 0 番 3 外 地 点 ｣『 鎌 倉 市 埋 蔵 文 化 財 緊 急 調 査 報 告 書  3 0』  

鎌 倉 市 教 育 委 員 会  2 0 1 4 年 3 月  

⑪『 神 奈 川 県 ・ 鎌 倉 市  長 谷 小 路 周 辺 遺 跡 発 掘 調 査 報 告 書  ― 由 比 ヶ 浜 三 丁 目 2 番 2 0 0 地 点  

( N o . 2 3 6 )― 』 長 谷 小 路 周 辺 遺 跡 発 掘 調 査 団  1 9 9 7 年 9 月  

⑫ 『 神 奈 川 県 ・ 鎌 倉 市  長 谷 小 路 周 辺 遺 跡 発 掘 調 査 報 告 書  ― 由 比 ヶ 浜 三 丁 目 1 9 4 番 4 0 地  

点 ― 』 長 谷 小 路 周 辺 遺 跡 発 掘 調 査 団  1 9 9 7 年 6 月  

⑬『 神 奈 川 県 ・ 鎌 倉 市  長 谷 小 路 周 辺 遺 跡 発 掘 調 査 報 告 書  ― (仮 称 )由 比 ヶ 浜 こ ど も セ ン タ  

ー 建 設 に 伴 う 由 比 ヶ 浜 三 丁 目 1 9 4 番 1、 2 6 2 番 １ 地 点 の 調 査 ― 』  (株 )斉 藤 建 設 埋 蔵 文 化  

財 調 査 部  2 0 1 6 年 1 2 月  

⑭『 神 奈 川 県 ・ 鎌 倉 市  長 谷 小 路 南 遺 跡  ― 鎌 倉 市 由 比 ガ 浜 3 丁 目 2 0 2 番 2 外 所 在 遺 跡 の 発  

掘 調 査 報 告 書 ― 』 長 谷 小 路 南 遺 跡 発 掘 調 査 団  1 9 9 2 年 2 月  
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第 2 章  調査の方法と経過  

第Ⅰ期工事  

所在地  神奈川県鎌倉市稲村ガ崎三丁目 561 番 55 の一部ほか 1 筆  

文化財保護法第 93 条第 1 項の届出   平成 22 年 10 月 1 日付  届出者  個人  

開発面積  972.88 ㎡  尾根の切り土及び擁壁築造を伴う宅地造成計画  

平成 22 年 10 月 1 日付鎌教委文第 1640 号  工事立会の意見を付して進達  

県通知  平成 22 年 10 月 6 日付  文遺  63853 号  工事立会  

県通知受付  平成 22 年 10 月 12 日  鎌教委文第 2582 号  

県通知事業者送付  平成 22 年 10 月 12 日付鎌教委文第 1722 号  

立会経過  平成 18 年、防災工事に際し立ち会ったところ横穴墓の残穴と思われる穴が確認さ

れていたが、今回の工事において横穴が工事範囲となるため施工時に立会調査を実施すること

とした。平成 22 年 12 月 21 日、立会調査を実施。幅 113 ㎝、奥行 121 ㎝、高さ 78 ㎝の奥壁が

アーチ型をした横穴墓残穴を検出。図面作成・写真撮影。奥壁近くに頭骨・歯・大腿骨・鉄製

品小片が遺存していた。  

第Ⅱ期工事  

所在地  神奈川県鎌倉市稲村ガ崎三丁目 561 番 24 の一部ほか 2 筆  

文化財保護法第 93 条第 1 項の届出   平成 25 年 1 月 17 日付  届出者  個人  

開発面積  923.95 ㎡  尾根の切り土及び擁壁築造を伴う宅地造成計画  

平成 25 年 1 月 23 日付鎌教委文第 2488 号  工事立会の意見を付して進達  

県通知  平成 25 年 1 月 24 日付  文遺  64248 号  工事立会  

県通知受付  平成 25 年 1 月 30 日  鎌教委文第 2582 号  

県通知事業者送付  平成 25 年 1 月 31 日付鎌教委文第 2582 号  

立会経過  工事施工中、人骨 (頭骨１ )が出土したとの事業者からの連絡があり、 4 月 1 日現地

確認したところ、風成砂層及び黒色土であり、遺構・遺物は確認できなかった。  

第Ⅲ期工事  

所在地  神奈川県鎌倉市稲村ガ崎三丁目 561 番 275 ほか 7 筆  

文化財保護法第 93 条第 1 項の届出   令和元(2019)年 11 月 19 日付  届出者  個人  

開発面積  990 ㎡  尾根の切り土及び擁壁築造を伴う宅地造成計画  

令和元年 11 月 27 日付鎌教委文第 3001 号  工事立会の意見を付して進達  

県通知  令和元年 12 月 4 日付  文遺  65140 号  工事立会  

県通知受付  令和元年 12 月 5 日  鎌教委文第 3227 号  

県通知事業者送付  令和元年 12 月 6 日付鎌教委文第 3227 号  
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協 議 ･立 会 ･調 査 経 過  
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 開 発 事 業 の 事 前 協 議 に お い て 、埋 蔵 文 化 財 の 取 り 扱 い に つ い て 協 議 を 行 い 、現

地 確 認 を 行 っ た 。 遺 跡 が 急 傾 斜 地 で 確 認 調 査 が 出 来 な い が 、 平 成 2 2 年 小 規 模 横

穴 内 に 人 骨 が 出 土 し た 状 況 に 鑑 み 、 工 事 中 に 横 穴 墓 ･人 骨 な ど が 発 見 さ れ た 場 合

は 発 掘 調 査 が 必 要 で あ る 旨 説 明 し 、工 事 中 に 発 見 さ れ た 場 合 は 教 育 委 員 会 で 保 護

の 措 置 を 執 る の で 協 力 す る よ う 要 請 し 、 了 解 を 得 た 。  

令 和 2 年 3 月 3 1 日 (火 )、 現 地 で 工 事 状 況 確 認 。 斜 面 は 表 土 が 殆 ど 無 く 、 急 傾

斜 で 岩 盤 が 南 側 に 落 ち て お り 、現 状 で は 横 穴 は 存 在 し な い こ と を 確 認 。工 事 中 横

穴 や 人 骨 が 出 土 す る 可 能 性 が あ る の で 、何 か 異 常 が あ れ ば 連 絡 す る よ う 依 頼 し た 。 

4 月 3 日 (金 )夕 刻 、事 業 主 よ り 人 骨 が 出 土 し た 旨 連 絡 が あ り 、協 力 す る の で 早

急 に 調 査 を 実 施 し て ほ し い 旨 要 望 が あ っ た 。  

4 月 6 日 (月 )現 地 確 認 し た と こ ろ 横 穴 墓 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。天 井 に 穴 が

開 い て い た た め 中 に 入 っ て 観 察 し た と こ ろ 、 副 室 を 持 つ 横 穴 墓 で あ り 床 面 ･副 室

に 人 骨 が 存 在 し 、入 り 口 が 砂 で 塞 が れ て い る も の の 、奥 壁 近 く は 岩 盤 が 露 呈 し て

い る 状 況 が 確 認 さ れ た 。施 工 業 者 の 協 力 を 得 て 外 側 か ら 横 穴 入 口 部 分 の 砂 を 除 去

し 、 入 口 の 確 認 作 業 を 行 っ た 。 遺 構 の 略 測 を 行 い 、 奥 壁 天 井 高 約 2 . 2 m、 奥 壁 幅

約 ３ ｍ 、 長 さ 約 ５ ｍ 、 副 室 約 １ ｍ 四 方 の 未 開 口 の 横 穴 墓 で あ る こ と を 確 認 し た 。 

4 月 7 日 (火 )、 調 査 計 画 を 立 案 。 人 員 ・ 車 両 ･機 材 等 の 手 配 を 行 っ た 。  

4 月 9 日 (木 )、事 業 者 が 来 所 し 対 応 を 協 議 。立 会 実 施 中 の 不 時 発 見 の 遺 構 で あ

り 、ま た 事 業 者 が 個 人 で あ る た め 、施 工 業 者 の 協 力 を 得 て 市 教 育 委 員 会 で 調 査 を

実 施 す る こ と を 再 確 認 し た 。 1 3 日 (月 )か ら 二 週 間 の 予 定 で 調 査 を 実 施 す る 旨 を

伝 達 。現 場 で の 重 機 等 に よ る 作 業 協 力 を 要 請 し た 。事 業 者 よ り 5 月 6 日 ま で に 終

わ る な ら 良 い 。 現 場 は 協 力 さ せ る と の 回 答 が あ っ た 。  

4 月 1 0 日 (金 )、 現 地 に て 工 事 現 場 担 当 者 と 調 査 方 法 等 を 協 議 。 入 口 確 認 の 作

業 手 順 を 現 場 担 当 者 と 検 討 す る 。 入 口 部 分 確 認 の た め 重 機 で 入 口 部 分 を 探 す が 、

作 業 ス ペ ー ス が 狭 く 入 口 前 面 の 砂 の 堆 積 が 厚 く 深 い た め 、作 業 が 難 航 す る 。休 日

を 挟 む た め 一 旦 埋 め 戻 す 。  

 4 月 1 3 日 (月 )、 機 材 搬 入 。 入 口 部 分 を 再 発 掘 。 入 口 部 分 土 層 断 面 図 作 成 。 横

穴 前 面 は 風 成 砂 の ほ ぼ 水 平 堆 積 で あ り 、明 瞭 な 遺 構 面 は 確 認 で き な か っ た 。天 井

穴 よ り 横 穴 内 に 入 り 横 穴 内 ･入 口 部 の 飛 砂 を 除 去 。横 穴 墓 外 側 か ら 入 口 部 を 確 認 。

外 側 の 入 口 付 近 西 側 で 須 恵 器 蓋 坏 の 坏 部 分 小 片 が 出 土 し た 。人 骨 は 写 真 実 測 で 平

面 図 を 作 成 す る こ と と し た 。  

 4 月 1 4 日 (火 )、 入 口 か ら 奥 壁 ま で を 半 裁 し 、 西 側 を 掘 削 。 上 層 の 土 層 断 面 図

を 作 成 。 写 真 撮 影 ･基 準 点 移 動 。  

 4 月 1 5 日 (水 )、 横 穴 内 西 側 の 人 骨 を 残 し な が ら 床 面 ま で 掘 削 。 西 側 人 骨 を 写

真 実 測 。東 側 人 骨 の 調 査 開 始 。西 側 人 骨 取 り 上 げ の 準 備 。木 工 ボ ン ド の 水 溶 液 を
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散 布 。  

 4 月 1 6 日 (木 )、 横 穴 内 東 側 を 調 査 。 西 側 人 骨 の 取 り 上 げ を 行 う 。 東 側 人 骨 写

真 実 測 。  

 4 月 1 7 日 (金 )、 東 側 人 骨 取 り 上 げ 。 人 骨 下 の 土 を 土 嚢 に 入 れ て 採 取 。 横 穴 内

清 掃 。  

 4 月 2 0 日 (月 )、 横 穴 内 清 掃 ･写 真 撮 影 。 横 穴 内 ･外 測 量 。  

 4 月 2 1 日 (火 )、横 穴 内 測 量 ・ 写 真 撮 影 。平 面 図 追 加 。作 業 終 了 し 、現 場 撤 収 。  

 4 月 3 0 日 (木 )、 現 地 の 工 事 現 場 担 当 者 か ら 横 穴 が で た と の 電 話 連 絡 が あ り 、

午 後 1 時 過 ぎ に 現 地 に 赴 き 確 認 し た と こ ろ 、岩 山 の 岩 盤 に 沿 っ て 飛 砂 が 除 去 さ れ

て お り 、岩 盤 に 空 け ら れ た 横 穴 入 口 に 砂 が 詰 ま っ た 状 態 で 天 井 ま で 飛 砂 で 埋 も れ

て い た 。現 地 で の 以 後 の 掘 削 は 中 止 す る よ う 要 請 す る と 共 に 、庁 内 で 対 応 を 協 議

し 、 連 休 明 け か ら 調 査 を 行 う 事 と し た 。  

 5 月 7 日 (木 )、 現 地 調 査 開 始 。 重 機 に て 入 口 付 近 を 掘 り 下 げ 、 入 口 を 確 認 。 現

況 写 真 撮 影 。  

 5 月 8 日 (金 )、 測 量 用 原 点 移 動 。 入 口 部 分 土 層 断 面 図 作 成 及 び 写 真 撮 影 。 墓 室

縦 断 面 図 作 成 た め 西 側 飛 砂 部 分 を 除 去 。  

 5 月 1 1 日 (月 )、 飛 砂 部 分 縦 断 面 土 層 図 作 成 。 入 口 の 黒 色 土 堤 部 分 を 精 査 。 図

面 作 成 ･写 真 撮 影 。 入 口 部 分 を 岩 盤 面 ま で 掘 り 下 げ 、 精 査 。 図 面 作 成 ･写 真 撮 影 。

人 骨 部 分 詳 細 写 真 撮 影 。  

 5 月 1 2 日 (火 )、 西 側 人 骨 取 り 上 げ 。 西 側 人 骨 下 の 土 を 全 て 採 取 。 西 側 に は 二

体 の 成 人 人 骨 が 埋 葬 し た ま ま の 状 態 で 重 な っ て い る 。直 径 １ c m 程 度 の 小 玉 １ 個 、

刀 子 ２ 本 、 半 分 位 の 7 世 紀 後 半 と 考 え ら れ る 土 師 器 坏 片 が 出 土 。  

 5 月 1 3 日 (木 )、東 側 部 分 人 骨 取 り 上 げ 。室 内 西 側 人 骨 下 の 土 の 採 取 続 行 ･完 了 。

室 内 遺 構 精 査 ･測 量 。 奥 壁 ･中 央 部 縦 横 断 面 図 作 成 。 写 真 撮 影 。  

 5 月 1 4 日 (金 )、 横 穴 墓 前 面 の 岩 盤 面 精 査 。 重 機 で 岩 盤 直 前 ま で 掘 り 下 げ て 岩

盤 を 露 出 す る も 、 特 に 遺 構 は 存 在 し な か っ た 。 傾 斜 角 3 0°位 か 。 作 業 を 終 了 し

現 地 を 撤 収 し た 。  

 

第 3 章  検 出 遺 構 と 出 土 遺 物  

第 1 号 横 穴 墓 (図 5 )  

 位   置  第 Ⅲ 期 の 工 事 で 最 初 に 発 見 さ れ た 横 穴 墓 で 、南 面 す る 海 蝕 崖 の 頂 上

付 近 に 南 に 向 か っ て 開 口 す る 。 開 口 部 底 面 の 標 高 は 3 0 m で あ る 。  

 遺 存 状 態  発 見 時 に 西 側 天 井 の 一 部 を 欠 損 し た が 、天 井 の 崩 落 は な く 、風 成 砂

で 入 口 が 塞 が れ た 状 態 で 保 た れ て お り 、発 見 時 の 攪 乱 も な く 、遺 存 状

況 は 良 好 で あ っ た 。  
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 堆 積 土 風 成 砂 で 埋 ま る ま で 開 口 し て い た よ う で 、 入 口 の 閉 塞 施 設 は 特 に 見

ら れ な か っ た 。最 上 層 は 褐 色 の 飛 砂 で あ る 。こ の 層 は 玄 室 部 分 の 入 口

側 約 1 / 3 ま で 覆 っ て い た 。第 2 層 は 泥 岩 粒・褐 色 土 を 含 む 暗 褐 色 砂 で 、

奥 壁 で 約 1 0 ㎝ 、入 口 部 で 約 2 0 ㎝ 堆 積 し て お り 、埋 葬 さ れ た 人 骨 の 過

半 を 覆 っ て い た 。 第 3 層 は 泥 岩 粒 を 多 く 含 む 粘 性 の あ る 暗 褐 色 土 で 、

入 口 か ら 2 1 0 ㎝ 奥 ま で 堆 積 し て い た が 、 入 口 部 が 最 も 厚 く 、 4 5 ㎝ ほ

ど で あ っ た 。両 側 壁 に 接 し た 部 分 の 堆 積 が 厚 く 、中 心 が 薄 い こ と か ら 、

尾 根 上 部 か ら 崩 落 し た 土 が 堆 積 し 、順 に 奥 に 流 れ 込 ん で い っ た と 考 え

ら れ る 。第 4 層 は 泥 岩 粒 ・褐 色 砂 を 含 む 粘 性 の あ る 茶 褐 色 土 で 、入 口

の 一 部 分 の み 観 察 さ れ た 。尾 根 上 部 か ら の 崩 落 土 と 考 え ら れ る 。第 5

層 は 泥 岩 粒・ 褐 色 土 を 含 む 茶 褐 色 砂 で 、入 口 部 分 の み に 見 ら れ た 。土

層 断 面 図 で 見 ら れ る よ う に 、後 世 の 攪 乱 は な い と 考 え ら れ る 。又 特 段

閉 塞 施 設 と 考 え ら れ る 土 層 堆 積 も 確 認 で き な か っ た こ と か ら 、埋 葬 後

も 常 に 開 口 し て い た と 考 え ら れ る 。  

 構   造  平 面 形 は 撥 形 で 、奥 壁 東 側 に 副 室 が 設 け ら れ て い る 。玄 室 か ら 羨 道

部 に か け て の 主 軸 は N－ 2 2°－ W で あ り 、 全 長 は 主 軸 方 向 で 4 4 0 ㎝ 、

入 口 か ら 副 室 奥 壁 ま で 5 3 6 ㎝ で あ る 。天 井 は ド ー ム 形 を 呈 す る 。床 面

は 平 坦 で 棺 座・棺 室 は 設 け ら れ て い な い 。奥 壁 か ら 羨 門 に 向 か っ て 緩

や か に 下 降 し て い る 。 床 面 の 傾 斜 角 は 約 6°で 、 開 口 部 は 奥 壁 か ら 約

4 0 ㎝ 下 が っ て い る 。 羨 道 部 と 玄 室 部 の 境 界 は 明 確 で は な い が 、 開 口

部 か ら 2 8 0 ㎝ 奥 の 所 で 高 さ ５ ㎝ 程 の 段 差 が 付 き 、奥 が 若 干 高 く な り 人

骨 が 集 中 し て い る こ と か ら 、こ こ か ら 奥 が 玄 室 と 考 え ら れ る 。玄 室 内

西 側 で は 奥 壁 と 直 行 す る 形 で 幅 1 2～ 1 8 ㎝ 、 深 さ ６ ㎝ 程 の 浅 い 溝 が こ

の 段 か ら 奥 壁 に 向 か っ て 約 1 3 0 ㎝ の 長 さ で 掘 ら れ て い る 。羨 道 部 東 側

に は 幅 3 0～ 6 0 ㎝ の 浅 い 溝 が 玄 室 の 手 前 3 0 ㎝ の 所 ま で 延 び て い る 。長

さ は 2 5 0 ㎝ 程 で 深 さ は 2 0 ㎝ 程 で あ る 。 奥 壁 は 半 円 形 に 近 い 縦 長 の ア

ー チ で 、奥 壁 幅 3 0 2 ㎝ 、奥 壁 高 2 2 8 ㎝ で あ る 。副 室 は 奥 壁 の 東 端 か ら

側 壁 に 沿 っ て 奥 に 掘 り 込 ま れ て お り 、平 面 形 は 入 口 の 幅 １ ｍ 、奥 壁 幅

8 7 ㎝ 、天 井 高 9 0 ㎝ で あ る 。天 井 は 不 正 形 で あ る が ド ー ム 形 を し て お

り 、入 口 か ら 奥 壁 ま で の 天 井 高 は 同 一 で あ る 。副 室 東 壁 下 に は 幅 7～

1 4 ㎝ 、 深 さ 6 ㎝ ほ ど の 細 い 溝 が 羨 道 部 ま で 延 び て お り 、 羨 道 部 東 側

の 溝 に 側 壁 下 で 接 続 し て い る 。  

 埋 葬 状 況  横 穴 発 見 時 、人 骨 が 露 呈 し て い る 状 況 で あ り 、工 事 関 係 者 に よ り 酒

と 線 香 が 手 向 け ら れ て い た が 、内 部 の 攪 乱 は な か っ た 。人 骨 は ３ ヶ 所

の ブ ロ ッ ク に 分 か れ る 。中 央 軸 線 上 に は 人 骨 は な く 、東 西 両 壁 面 と 副
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室 に 集 中 し て い た 。  

西 側 人 骨  玄 室 の 段 差 上 に 幅 8 5 ㎝ 、 奥 行 き 4 0 ㎝ の 範 囲 で 1 0～ 2 0 ㎝ 大 の 海 で  

洗 わ れ て 丸 く な っ た 泥 岩 塊 を 集 め 、 そ こ か ら 9 0 ㎝ 程 奥 、 奥 壁 か ら 2 0  

～ 3 0 ㎝ の 所 に 3 0 ㎝ 大 の 同 様 の 泥 岩 塊 を ２ 個 置 き 、 そ の 間 に 人 骨 を 集  

積 し て い る 。人 骨 は 奥 壁 ま で 存 在 す る が 、頭 骨 は 入 口 側 と 中 央 付 近 に  

存 在 し 、入 口 側 で は 少 な く と も ２ 個 体 の 頭 骨 を 確 認 し た 。中 央 付 近 で  

は 下 顎 骨 と 歯 の 集 中 箇 所 が １ ヶ 所 存 在 し た 。脊 椎 ・ 肋 骨 ・ 腰 骨 ・ 指 骨  

の 残 存 は 良 く な く 、 四 肢 骨 の み が 顕 著 に 遺 存 し て い た 。  

東 側 人 骨  西 側 人 骨 同 様 に 玄 室 段 差 上 に 幅 5 0 ㎝ 、 奥 行 き 9 0 ㎝ の 範 囲 で 1 0～  

3 0 ㎝ 大 の 西 側 同 様 の 丸 く な っ た 泥 岩 塊 を 十 個 ほ ど 集 め 、 そ の 奥 に 東  

壁 に 接 し て ２ 個 、 そ れ か ら 5 0 ㎝ 離 れ て 東 西 に ２ 個 の 丸 く な っ た 泥 岩  

塊 を 置 き 、そ の 間 の 空 間 に 頭 骨・ 四 肢 骨 を 集 め て い る 。石 の 下 か ら も  

頭 骨 ・四 肢 骨 が 検 出 さ れ 、頭 骨 は 少 な く と も 四 個 体 確 認 さ れ た 。中 央  

の 大 き な 集 積 の 入 口 側 に 下 顎 を 含 む 頭 骨 、同 じ 集 積 の 東 壁 側 に 頭 骨 が  

２ 個 、西 側 に こ の 集 積 奥 壁 側 に 下 顎 骨 が 存 在 し 、東 西 ２ 箇 所 の 頭 骨 の  

奥 壁 側 に は 四 肢 骨 ・ 肋 骨 が 存 在 し た 。  

 副 室 人 骨  副 室 内 及 び 副 室 の 前 5 0 ㎝ ま で 四 肢 骨 が 確 認 さ れ た が 、3 0 ㎝ 位 ま で

が 集 中 度 が 密 で あ り 、副 室 内 人 骨 と 考 え ら れ る 。副 室 内 は 殆 ど 埋 ま っ

て お ら ず 、枯 れ 骨 が 散 乱 し て い る 状 態 で あ っ た 。骨 は 東 壁 に 沿 っ て 集

中 し て お り 、 四 肢 骨 ・ 肋 骨 な ど が ほ ぼ 側 壁 に 平 行 し て 存 在 し て い た 。 

 出 土 遺 物 入 口 羨 道 外 の 西 側 の 岩 盤 上 か ら 須 恵 器 有 蓋 坏 の 坏 部 の 小 片 が 出 土

し た (図 7 - 1 )。 東 側 人 骨 の 南 端 の 泥 岩 塊 上 か ら 刀 子 と 思 わ れ る 鉄 器

(図 7 - 2 )が 、 副 室 人 骨 の 西 側 か ら 鉄 釘 (図 7 - 3 )が 出 土 し た 。 須 恵 器 坏

は 復 元 口 径 1 1 ㎝ 、 7 世 紀 は じ め 頃 の 湖 西 窯 か と 推 定 さ れ る 。 刀 子 は

茎 部 分 に 欠 損 は な く 5 ㎝ を 計 り 、 木 質 痕 を 残 す 。 身 は 3 . 8 ㎝ を 残 す 。

鉄 釘 は 残 存 長 3 . 3 ㎝ 、 断 面 正 方 形 で 、 一 辺 1 . 5 ㎜ を 計 る 。  

 

第 ２ 号 横 穴 墓 (図 6 )  

 位   置  1 号 横 穴 墓 の 北 東 約 1 . 8 m で 発 見 さ れ た 横 穴 墓 で 、 南 面 す る 海 蝕 崖

の 頂 上 付 近 に 南 に 向 か っ て 開 口 す る 。開 口 部 底 面 の 標 高 は 3 0 . 3 m で あ

る 。  

 遺 存 状 態  1 号 横 穴 墓 の 東 側 に 擁 壁 を 構 築 す る た め 岩 盤 を 掘 削 し 、斜 面 に 堆 積

し て い た 風 成 砂 を 除 去 し て い る 際 に 入 口 を 確 認 し 、そ の 段 階 で 連 絡 が

入 っ た 。そ の た め 入 り 口 部 天 井 の 一 部 を 欠 失 し て い た が 未 開 口 で あ っ

た 。風 成 砂 で 入 口 が 塞 が れ た 状 態 で あ り 、遺 存 状 況 は 極 め て 良 好 で あ
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っ た 。玄 室 西 側 の 入 り 口 側 で 小 規 模 な 天 井・側 壁 の 崩 落 が 認 め ら れ た

も の の 崩 落 は 僅 か で あ っ た 。  

 堆 積 土  風 成 砂 で 入 口 が 埋 ま っ て い た 。 風 成 砂 で 埋 ま る ま で 開 口 し て い た

よ う で 、入 口 に 顕 著 な 閉 塞 施 設 は 見 ら れ な か っ た が 、入 口 天 井 下 に 入

口 に 平 行 し た 堤 状 の 土 の 堆 積 が 存 在 し た 。最 上 層 は 褐 色 の 飛 砂 で あ る 。

こ の 層 は 開 口 部 か ら 約 3 . 6 m、 玄 室 部 分 の 入 口 側 約 1 / 3 ま で 覆 っ て い

た 。 第 2 層 は 上 層 よ り や や 暗 い 暗 褐 色 砂 で 、 2 ， は 風 成 砂 の 土 壌 化 の

少 な い 、 1 層 か ら の 漸 移 層 で あ る 。 3・ 4 層 は 暗 褐 色 土 で 粘 性 ・ 締 ま り

が あ る 。含 有 す る 泥 岩 粒 の 多 寡 に よ る 分 層 で あ る 。 3 層 に 泥 岩 塊 が 多

い 。版 築 状 の 堆 積 が 見 ら れ な い こ と か ら 風 成 砂 が 土 壌 化 し た も の と 考

え ら れ 、自 然 堆 積 土 と 考 え ら れ る 。 5 層 は 暗 褐 色 粘 質 土 で 締 ま り が 良

く 、軟 質 泥 岩 粒 を 多 く 含 む 。最 下 層 の 6 層 は 鎌 倉 の 中 世 の 遺 構 で あ れ

ば 土 丹 (泥 岩 塊 )版 築 層 と 称 す べ き 層 で 、茶 褐 色 土 に 大 量 の 破 砕 さ れ た

細 か な 軟 質 泥 岩 塊 が 含 ま れ て お り 、 良 く 締 ま っ て い る 。 入 り 口 か ら

6 5 ㎝ 程 奥 ま で 認 め ら れ た 。 中 央 部 は 水 が 流 れ た の か 、 溝 状 に 窪 ん で

い た 。 7 層 も 茶 褐 色 土 に 泥 岩 塊 を 含 む が 、上 部 に 破 砕 軟 質 泥 岩 塊 が 多

い こ と か ら 分 層 し て あ る 。 最 下 層 の 6・ 7 層 は 閉 塞 の 為 の 遺 構 の 残 存

と も 考 え ら れ る が 、入 り 口 部 分 の 岩 盤 に 亀 裂 が 走 り 、溝 状 に な っ て い

る こ と か ら 、入 り 口 部 床 面 の 補 修 か も し れ な い 。遺 存 し た 人 骨 の 状 況

か ら は 1 号 横 穴 墓 同 様 、 埋 葬 後 も 開 口 し て い た と 考 え ら れ る 。  

 構   造  平 面 形 は 撥 形 で 、 羨 道 部 の 主 軸 は N－ 5°－ E で あ る が 、 入 口 か ら

3 5 0 ㎝ の と こ ろ で 西 壁 が 東 に 屈 折 し て い る た め 、 玄 室 の 主 軸 は N－

1 4°－ E と な る 。 東 壁 は 入 口 か ら ほ ぼ 直 線 で あ る 。 全 長 は 入 口 中 央 か

ら 奥 壁 ま で 6 6 7 ㎝ で あ る 。天 井 は ド ー ム 形 を 呈 す る 。床 面 は 平 坦 で 棺

座 ・ 棺 室 ・ 副 室 は 設 け ら れ て い な い 。奥 壁 か ら 羨 門 に 向 か っ て 緩 や か

に 下 降 し て お り 、 傾 斜 角 は 8°で あ る 。 入 口 か ら 2 . 7 m の 所 で 8 ㎝ 程

高 く な り 、 傾 斜 角 は 同 様 で 8 0 ㎝ 程 続 く が 、 そ こ か ら 床 面 は ほ ぼ 水 平

に な り 、段 か ら 1 6 0 ㎝ 付 近 ま で 続 く 。こ の 付 近 か ら 奥 に 人 骨 が 集 中 し

て お り 、 人 骨 集 中 部 分 は 5 ~ 6 ㎝ 低 く な っ て い た 。 傾 斜 は 4°で あ る 。

開 口 部 は 奥 壁 か ら 約 6 4 ㎝ 下 が っ て い る 。 羨 道 部 と 玄 室 部 の 境 界 は 明

確 で は な い が 、 開 口 部 か ら 2 . 7 m 奥 の 所 で 高 さ 8 ㎝ 程 の 段 差 が 付 き 、

奥 が 若 干 高 く な り 人 骨 が 集 中 し て い る こ と か ら 、こ こ か ら 奥 が 玄 室 と

考 え ら れ る 。 玄 室 内 側 壁 下 に は 東 側 で は 幅 2～ 1 0 c m、 西 側 で は 幅 3～

1 2 ㎝ で 先 の 段 ま で 溝 が 掘 ら れ て い た 。深 さ は 2～ 4 ㎝ で あ る 。奥 壁 は

頂 部 が 高 く や や 尖 り 気 味 の ア ー チ で 、奥 壁 幅 2 7 4 ㎝ 、奥 壁 高 2 0 6 ㎝ で
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あ る 。側 壁 ・ 天 井 に は 良 好 に 肋 状 の 化 粧 彫 り 痕 が 遺 存 し て い た が 、入

り 口 か ら 4 m 付 近 で 天 井 の 小 規 模 な 落 盤 が 認 め ら れ た 。 天 井 部 の 剥 落

痕 跡 か ら す る と 岩 塊 の 量 が 少 な く 、人 骨 が 遺 存 す る 西 側 人 骨 頭 部 の み

に 集 中 し て 存 在 す る た め 、ま た 入 り 口 中 央 部 に 亀 裂 が 存 在 し そ の 上 に

地 業 が な さ れ て 床 面 が 水 平 に な ら さ れ て い る こ と か ら 考 え る と 、崩 落

後 室 内 の 片 付 け と 補 修 が 行 わ れ た と 考 え ら れ る 。横 穴 前 面 の 地 形 は 横

穴 底 面 よ り 上 部 は 岩 盤 の 傾 斜 が 5 4°と か な り き つ い が 、 底 面 よ り 下

部 は 3 0°程 に 緩 や か に な る 。 岩 盤 上 に は 横 穴 側 部 で 5～ 1 0 ㎝ 、 入 り

口 か ら 下 で 2 5～ 3 0 ㎝ の 厚 さ で 良 く 締 ま っ た 黒 色 土 の 堆 積 を 確 認 し た 。

こ の 層 の 上 に 風 成 砂 が 堆 積 し て い た が 、入 り 口 部 分 中 央 位 ま で は ほ ぼ

水 平 堆 積 で 、そ れ 以 上 が 斜 面 に 対 し て 吹 き 上 が っ た よ う な 斜 面 堆 積 と

な る 。 斜 面 堆 積 の 実 測 は 出 来 な か っ た が 、 入 り 口 床 面 か ら 2 m 以 上 確

認 し た が 風 成 砂 で あ っ た 。2 号 横 穴 墓 の 東 側 は 谷 が 入 り 込 ん で い る が 、

あ る い は 更 に 下 部 に 地 滑 り 地 形 に よ る 小 平 場 が 存 在 す る の か も し れ

な い 。  

 埋 葬 状 況  横 穴 発 見 時 、人 骨 が 露 呈 し て い る 状 況 で あ り 、内 部 の 攪 乱 は な か っ

た 。中 央 軸 線 上 に は 人 骨 は な く 、東 西 両 壁 面 に 沿 っ て 二 ヶ 所 の ブ ロ ッ

ク に 分 か れ 、側 壁 に 沿 っ て ほ ぼ 長 方 形 に な る よ う な 配 置 で 人 骨 が 遺 存

し て い た 。か な り 風 化 が 進 ん で い た が 、両 ブ ロ ッ ク と も 顕 著 に 脊 髄 が

遺 存 し て お り 、遺 骸 の 上 か ら 数 回 に わ た り 遺 骸 を 積 み 重 ね た 様 子 が 観

察 さ れ た 。  

西 側 人 骨  玄 室 の 段 差 上 に 幅 8 0 ㎝ 、奥 行 き 1 7 0 ㎝ の 範 囲 で 人 骨 が 遺 存 し て い

た 。人 骨 は 頭 を 入 口 、足 を 奥 壁 に 据 え た 伸 展 葬 で 、頭 骨 の 入 口 側 と 足

骨 の 奥 壁 側 に は 列 状 に 1 0～ 3 0 ㎝ 大 の 海 で 洗 わ れ て 丸 く な っ た 泥 岩 塊

を 集 め 、区 画 と し て い た 。最 上 部 の 人 骨 は こ の 横 穴 墓 に 埋 葬 さ れ た 最

後 の 人 骨 と 考 え ら れ 、一 体 分 の 骨 が き ち ん と 並 ん で お り 、手 足 の 指 の

骨 も 確 認 さ れ た こ と か ら 、こ の 場 所 に 伸 展 葬 で 葬 ら れ た と 推 測 さ れ る 。

こ の 骨 の 下 か ら も 伸 展 葬 を 思 わ せ る 状 況 で 人 骨 が 出 土 し た 。頭 骨 か ら

下 肢 骨 ま で 、 ほ ぼ 上 の 人 骨 と 近 接 し て 確 認 さ れ た が 、 脊 椎 ・ 肋 骨 ・ 腰

骨 な ど は か な り 崩 れ て い た 。乳 幼 児 の 歯 も 確 認 さ れ て い る 。こ の た め 、

何 体 埋 葬 さ れ た の か は 、 今 後 の 人 骨 の 分 析 を 待 た な け れ ば な ら な い 。 

西 側 人 骨 の 頭 部 の 入 り 口 側 に 側 壁 ・ 天 井 の 小 崩 落 が あ り 、 そ の 下 か

ら 土 師 器 坏 断 片 が 出 土 し た 。 7 世 紀 後 半 頃 と 想 定 さ れ る 。 天 井 部 の 剥

落 痕 跡 か ら す る と 岩 塊 の 量 が 少 な く 、 人 骨 が 遺 存 す る 西 側 人 骨 頭 部 の

み に 集 中 し て 存 在 す る た め 、 ま た 入 り 口 中 央 部 に 亀 裂 が 存 在 し そ の 上
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に 地 業 が な さ れ て 床 面 が 水 平 に な ら さ れ て い る こ と か ら 考 え る と 、 崩

落 後 室 内 の 片 付 け と 補 修 が 行 わ れ た と 考 え ら れ 、 土 師 器 や 須 恵 器 の 断

片 が 一 部 し か 遺 存 し な い の は そ の 際 取 り 片 付 け ら れ た た め と 考 え ら れ

る 。  

 東 側 人 骨  西 側 人 骨 同 様 に 玄 室 段 差 上 に 幅 8 0 ㎝ 、 奥 行 き 1 8 0 ㎝ の 範 囲 で 人 骨

が 遺 存 し て い た 。人 骨 の 周 辺 は 土 が 黒 く な っ て い た が 、炭 と は 異 な る

所 見 で あ っ た 。人 骨 は 頭 を 入 口 、足 を 奥 壁 に 据 え た 伸 展 葬 で 、数 体 が

重 な っ て い た 。大 腿 骨 が 上 下 逆 さ ま に な り 、又 奥 壁 側 に 四 肢 骨 が 集 中

す る な ど し て お り 、追 葬 時 に 遺 骨 の 片 付 け が 行 わ れ た こ と が 伺 わ れ た 。

脊 椎 ・肋 骨 ・ 腰 骨 な ど は か な り 崩 れ て い た 。又 乳 児 の 歯 が 確 認 さ れ て

い る 。こ の た め 、何 体 埋 葬 さ れ た の か は 、今 後 の 人 骨 の 分 析 を 待 た な

け れ ば な ら な い 。  

 出 土 遺 物 東 側 人 骨 か ら は 骨 製 の 玉 3 点（ 図 ７ - 1 3～ 1 5）、骨 製 小 玉 1 9 点（ 図  

７ - 1 6～ 3 4） ・ 銅 製 鐶 （ 図 ７ - 1 1） 、 鉄 製 品 （ 図 ７ - 1 0） 各 1 点 が 出 土  

し た が 、腐 敗 し た 骨 の 中 に 埋 ま っ て い た た め 詳 細 な 位 置 は 不 明 で あ る 。 

骨 製 玉 は ロ ク ロ 成 形 で 、 東 側 人 骨 の 3 点 は 直 径 0 . 9 5 ( 1 5 )・ 1 ㎝ ( 1 3・  

1 4 )で 左 右 の 高 さ が 異 な る 。 孔 の 径 は 1 4 が 0 . 4 5 ㎝ 、 他 は 0 . 6 ㎝ で 共  

通 し て い る 。 骨 製 小 玉 も ロ ク ロ 整 形 で 、 い ず れ も 直 径 0 . 3 5 ㎝ と 同  

一 規 格 で 、 3 1 が 0 . 4 ㎝ 、 1 9 が 0 . 3 8 ㎝ と や や 大 き く 、 0 . 3 6 ㎝ ( 3 4 )が 1  

点 あ る 。 孔 は 0 . 1 5 ㎝ ( 3 0 )～ 0 . 2 8 ㎝ ( 1 7 )ま で あ る が 、 0 . 2 1 ㎝ ～ 2 5 ㎝  

が 多 い 。銅 製 鐶 ( 1 1 )は 復 元 直 径 1 . 6 ㎝ で 、指 輪 で あ ろ う 。西 側 人 骨 か  

ら は 土 師 器 坏 １ 点 (図 7 - 4 )、刀 子 4 点（ 図 ７ - 5～ 7）、骨 製 玉 1 点（ 図  

７ - 1 2）が 出 土 し た 。土 師 器 坏 は 直 径 1 1 . 1 ㎝ 、高 さ 5 . 2 ㎝ を 測 り 、内  

面 は 滑 ら か な ナ デ 整 形 、 外 面 は ミ ガ キ 調 の ヘ ラ 削 り が 行 わ れ て い る 。 

東 側 頭 骨 か ら は 鉄 製 刀 子 1 点（ 5）、左 手 付 近 か ら も 鉄 製 刀 子 1 点（ 6  

）が 出 土 し た が 、い ず れ も 先 端 を 欠 失 し て い る 。ま た 上 半 身 か ら 刀 子  

先 端 部 の 断 片（ 図 ７ - 7）が 出 土 し た 。右 手 付 近 か ら 骨 製 玉（ 図 ７ - 1 2） 

が 出 土 し た 。直 径 1 . 1 ㎝ 、左 右 の 高 さ も 同 じ 0 . 9 ㎝ を 測 り 出 土 品 中 一  

番 直 径 が 大 き い 。 下 半 身 か ら 鉄 釘 2 点 （ 図 ７ - 8・ 9） が 出 土 し た 。  

 

ま と め  

 本 遺 構 は 宅 地 造 成 に 伴 い 発 見 さ れ た が 、偶 然 の 発 見 と は い え 、事 業 者 ・ 施 工 者

の 迅 速 な 対 応 と 寛 大 な 調 査 協 力 に よ り 、良 好 な 状 態 で 遺 存 し た 横 穴 墓 の 調 査 を 実

施 す る こ と が 出 来 た 。 1 号 墓 ・ 2 号 墓 共 に 埋 葬 後 、 攪 乱 を 受 け る こ と の な い 状 態

で 遺 存 し て い た と 考 え ら れ る 。 1 号 墓 は 7 世 紀 初 め 、 2 号 墓 は 1 号 墓 よ り は 造 営
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は 新 し い も の の 7 世 紀 代 と 考 え ら れ 、折 り 重 な っ た 多 数 の 人 骨 の 出 土 か ら 、数 代

に 渡 る 埋 葬 が 行 わ れ た と 推 定 さ れ る 。 1 号 墓 に は 奥 壁 に 幅 ・ 奥 行 き 、 高 さ と も 1

ｍ 程 の 副 室 が 掘 り 込 ま れ て お り 、類 例 が 乏 し い 形 態 で あ る 。埋 葬 は 副 室 の み で 完

結 さ れ る の で は な く 、前 面 の 玄 室 と 一 続 き で 利 用 さ れ て い た 。こ の た め「 龕 」と

は し な か っ た 。形 態 か ら は 奥 壁 完 成 後 に 東 壁 に 沿 っ て 任 意 に 掘 り 込 ま れ た こ と が

推 察 さ れ る が 、 な ぜ こ の よ う な 副 室 を 増 設 し た か は 分 か ら な い 。 平 成 2 2 年 、 当

該 地 に 隣 接 し た 工 区 で 同 様 の 遺 構 が 確 認 さ れ 、人 骨 が 若 干 遺 存 し て い た 。当 時 は

横 穴 墓 に 付 随 す る も の と は 考 え な か っ た が 、今 回 の 発 見 で 横 穴 墓 の 副 室 で あ っ た

可 能 性 が 浮 上 し た 。当 該 地 に は 副 室 を 持 つ 横 穴 が 複 数 存 在 し た と 推 測 さ れ る 。な

お 、 平 成 2 5 年 4 月 1 日 、 当 該 地 に 隣 接 す る 工 事 区 域 内 で 風 成 砂 及 び そ の 下 層 の

黒 色 砂 が 確 認 さ れ 、人 骨 が 若 干 出 土 し た 。当 時 遺 構 は 確 認 さ れ な か っ た が 、本 横

穴 墓 群 と 関 わ り が あ る か も し れ な い 。  

1 号 ・ 2 号 墓 と も 破 断 し た 須 恵 器 ・ 土 師 器 ・ 刀 子 が 出 土 し た こ と か ら 、 玄 室 内

の 片 付 け が 行 わ れ た こ と が 推 測 さ れ る が 、2 号 墓 で は 東 側 人 骨 か ら は 骨 製 の 玉 3、

小 玉 1 9・ 銅 製 の 小 鐶 、 鉄 製 工 具 が 、 西 側 人 骨 か ら は 刀 子 4、 骨 製 玉 1 が 出 土 し 、

副 葬 品 内 容 が 異 な る 、 あ る い は 東 西 で 男 女 の 埋 葬 区 分 が あ っ た の か も し れ な い 。

ま た 、 2 号 墓 で は 東 側 人 骨 の 周 辺 の 土 が 長 方 形 に 黒 く な っ て お り 、 ま た 東 側 ・ 西

側 人 骨 と も 人 骨 が 重 な る よ う に 出 土 し て い る こ と 、細 い 釘 が 若 干 出 土 し て い る こ

と か ら 、棺 で は な く 、板 囲 い の 区 画 の よ う な も の が あ っ た の で は な い か と 推 察 さ

れ る 。  

海 岸 に 近 く 、風 成 砂 に よ っ て 密 封 さ れ た 状 態 で あ っ た こ と に よ り 骨 製 玉・骨 製

小 玉 が 遺 存 し て い た 。骨 製 装 身 具 の 副 葬 品 の 存 在 は 貴 重 で あ る 。骨 製 玉 の 制 作 は

棒 状 に 整 形 し た 骨 か ら 円 筒 状 の 骨 を 切 取 り 、穿 孔 し て 芯 を 入 れ 、そ れ を ロ ク ロ 整

形 し た の で あ ろ う か 。  

報 告 書 紙 数 の 関 係 で 詳 細 は 割 愛 す る が 、横 穴 墓 の 規 模 を 天 平 尺 で 換 算 し て み た 。

1 号 墓  全 長 4 3 9 ㎝ ( 1 4 . 8 尺 )、奥 壁 高 2 2 6 ㎝ ( 7 . 6 尺 )、奥 壁 幅 2 9 8 ㎝ ( 1 0 尺 )、入

口 幅 6 5 ㎝ ( 2 . 2 尺 )、 副 室 幅 1 0 2 ㎝ ( 3 . 4 尺 )、 副 室 長 9 5 ㎝ ( 3 . 2 尺 )、 副 室 高 8 9 ㎝

( 3 尺 )。 2 号 墓  全 長 6 6 7 ㎝ ( 2 2 . 5 尺 )、 奥 壁 高 2 0 7 ㎝ ( 7 尺 )、 奥 壁 幅 2 7 3 ㎝ ( 9 . 2

尺 )、入 口 幅 8 3 ㎝ ( 2 . 8 尺 )で あ る 。 1 号 墓 の 奥 壁 幅 2 9 8 ㎝ ( 1 0 尺 )  、副 室 高 8 9 ㎝

( 3 尺 )、 2 号 墓 の 奥 壁 高 2 0 7 ㎝ ( 7 尺 )は 天 平 尺 が 基 準 尺 と し て 用 い ら れ た 可 能 性

を 示 す も の と し て 検 討 す る 価 値 を 示 し て い よ う 。 天 平 尺 は 唐 尺 と 同 一 で 和 銅 六

( 7 1 3 )年 の 格 で 高 麗 尺 が 廃 止 さ れ て か ら も っ ぱ ら 用 い ら れ た と す る (『 日 本 史 広 辞

典 』 山 川 出 版 社  1 9 9 7 年 9 月 )が 、 使 用 の 開 始 は そ れ 以 前 に 遡 ろ う 。 な お 、 天 平

尺 は 曲 尺 の 9 寸 7 分 8 厘 と さ れ る か ら 、 2 9 . 6 ㎝ で 計 算 し た 。  
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図 1 遺跡位置図 (上図 )    図２  周辺の遺跡分布図 (下図 )  
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図 3 発見された横穴墓の位置 (上図 )   図４ 1 号・2 号墓配置図 (下図 ) 
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図５ 1 号横穴墓 遺構詳細図  
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図６ ２号横穴墓  遺構詳細図  
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図７ 横穴墓入口の正面図 (上段 )  第８図  出土遺物実測図 (下段 ) 
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遺跡遠景(右手山上の白い家の裏)              遺跡遠景(右手の白い家の裏) 

        遺跡の堆積状況                  発見直後の入口確認状況 

    発見当時の玄室内状況                   入口堆積状況 

   

   

 

 

 

 

 

 

    副室付近の人骨出土状況              副室付近の人骨・石の出土状況 

写真 1 遺跡遠景・1 号横穴墓 調査前  
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玄室内人骨・石の出土状況  

玄室内東側人骨出土状況  副室内人骨出土状況  

 

玄室内西側の人骨出土状況  玄室内西側の人骨出土状況  

写真 2 1 号横穴墓  人骨出土状態  
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      入口部分完掘状況             入口部分天井  

         

        奥壁               玄室奥部分・副室完掘状況  

         

    羨道部分完掘状況 (奥から )         羨道・玄室・副室完掘状況  

          

  刀子出土状況（東側人骨入口部分）        須恵器出土状況（入口部分）  

写真 3 1 号横穴墓  完掘状況・遺物出土状況  
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2 号横穴墓検出状況（左は 1 号横穴墓）       2 号横穴墓入口部埋没状況  

          

  入口部堆積土下部の土の高まり           入口部堆積土断面  

          

入口部堆積土下部の土の高まり (正面から )        入口部堆積土断面  

          

 入口部分版築完掘状況            入口部分完掘状況  

写真 4 2 号横穴墓  検出状況・入口堆積土の状況  



 

60 

 

 

               玄室内人骨出土状況  

 

          

       東側人骨                 東側人骨  

          

       西側人骨                 西側人骨  

写真 5 2 号横穴墓  人骨出土状況  
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       西側人骨               西側人骨 (玉の出土状態 ) 

         

   西側人骨土師器坏出土状況              玄室完掘状況  

         

    玄室・羨道部分完掘状況             入口完掘状況  

          

      天井の肋骨状成形痕           東側側壁下の小溝成形痕  

写真 6 2 号横穴墓  人骨・遺物出土状況、完掘状況  
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写真７ 出土遺物  
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表 1 出土遺物観察表
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図９  第Ⅰ期工事で確認された横穴墓残穴  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふ 　り 　が 　な
書　　　　　　　名
副     書     名
巻              次
シ  リ － ズ  名

シ リ ー ズ 番 号
編　　　著　　　者
編　 集　 機　 関
所　　　在　　　地

発　行　年　月　日
ふ　 り 　が　 な ふりがな

所　収　遺　跡　名 所在地 市町村 遺跡番号

鎌
カマ

　　　倉
クラ

　　　城
ジョウ

極楽寺
ゴクラクジ

旧
キュウ

境内
ケイダイ

遺跡
イセキ

鎌倉市
稲村ガ崎三丁目
561番275ほか7

筆

14204
87
291

35°
18′
16″

139°
31′
10″

20200413
～042１
20200507
～0514

10
15

合計25
宅地造成

調査面積
（㎡）

調査原因

　玉林美男
　鎌倉市教育委員会
　〒２４８－０８０８　鎌倉市御成町12番18号
　西暦2022年3月31日

コ　ー　ド
北緯 東経 調査期間

報告書抄録
かまくらしきょういくいいんかいきょういくぶんかざいぶ ちょうさけんきゅうきよう　
鎌倉市教育委員会教育文化財部　調査研究紀要　
鎌倉城（No.87）・極楽寺旧境内遺跡(No.291)立会調査報告書
第4号


